
（別紙３）

～ 2024年　8月　10日

（対象者数） 35 （回答者数） 35

～ 2024年　10月　18日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

課外活動の中でもボランティア活動や自然に触れ合うことな

ど色々なプログラムを用意し、様々な体験を通して良い成長

を繋がるよう心がけている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

一コマの児童の人数に対して職員3-4名で手厚い療育を行って

いる。
お子さん一人一人に寄り添った療育を心がけている。

集団と個別の両方の療育を行っている。特に土曜日の療育は課

外活動やクッキングなどを行い、社会性、協調性を身につける

環境を整えている。

土曜日は平日とは違い、決まったお子さんだけでなく、他曜日

のお子さんも参加することにより、協調性やコミュニケーショ

ン力の向上に繋がるよう取り組んでいる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

2024年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2024年　11月　8日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ＨOPE加古川

○保護者評価実施期間
2024年　7月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


